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飯島町 -めしのしま いいじままち-



飯島町の紹介
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人口 約９千人

観光客 約32万人/年

東京から 約3.5時間

名古屋から 約2.5時間

※令和６年７⽉現在 8,893人

※令和５年度 与⽥切公園・千人塚公園・道の駅花の⾥いいじま・道の駅⽥切の⾥ 合計値

※高速バス バスタ新宿→飯島バス停までの時間

※高速バス 名鉄バスセンター→飯島バス停までの時間

米収穫量 約5万3百俵
※⽶収穫量3,020ｔ÷60kg/俵 令和４年作況調査より



約1,000人のランナーが

3kgの米俵を担いで走ります
担いだ米俵はそのままお持ち帰りいただけます。
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共に創り上げていきたい
取り組み



i iネイチャー春日平の
最大活用による
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「自然」や「農業」を活かした

滞在型観光
移住定住の促進
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① i iネイチャー春日平とは
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を財源
として、飯島町が整備・購入し、令和４年４月末にオープ
ンしたトレーラーハウス5棟を活用した宿泊施設

② 今までの取組み内容
コロナ禍における飯島流ワーケーション事業の拠点として、
農業ヒーリングを用いた飯島流体験プログラムによる地域
活性化や農業の担い手確保の取組みを行ってまいりました。



iiネイチャー春日平 トレーラーハウス 計５棟（約35㎡/棟）

利用人数 １名～５名（推奨：２名～４名）

主な設備

Wi-Fi（最高速度１Gｂｐｓ）、シングルベッド２台、布団２組、ウォシュレット、空
気清浄機、テレビ、洗濯機、冷蔵庫、電子レンジ、炊飯器、調理器具・食器一式、
ドライヤー、バスタオル、エアコン、床暖房

利用形態 一棟貸し（事前予約制）

利用料金 １泊20,000円/棟【現行の宿泊料金】

アメニティセット1,000円/人【希望者のみ】

そ の 他 専用ドックラン付き宿泊棟１棟、準備中
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課題① ワーケーション
アフターコロナとなり、ワーケーションという取組み
自体が「転換点」にあると飯島町は感じています。

課題② 認知度の低さ
長野県民でも、「飯島町」を知らない人が多い…。
多くの方に飯島町に来てほしいけど、どうアプローチ
したらいいのか分からない。

課題③ 農業の担い手不足・農村風景の保全
農業従事者の高齢化や農業人口の減少により、「困難」
になってきています。



1２

目指す方向性
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取り組みたい理由
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令和５年度 iiネイチャー春日平宿泊者居住地域

利用者のうち、42％は長野県民であるとともに、うち90％は飯島町民関係者
（町民・親戚・友人）の利用

多角化を進めたい。
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アピールポイント
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① 飯島流ワーケーション推進協議会の活用
町内の事業者等18団体で構成している協議会
３年間積み上げてきた町内企業との繋ぎこみ可能
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飯島町長
飯島町副町長
協議会長

田切の里
営農組合長

飯島町商工会長・
事務局長

一般社団法人代表
町内建設業社長

いいじま森の会長

㈱道の駅田切の里
社長

JA上伊那
飯島支所長

飯島町観光協会長
事務局：役場

㈱田切農産社長
協議会マネージャー

地域おこし協力隊

馬肉販売会社社長

飯島手打ちそばの
会長

ヨガインストラク
ター

梨農家 代表

㈱お米の座光寺農
園社長

㈱紡縁社社長

システムエンジニア

飯島町課長
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② 飯島町ならではの体験プログラム
３年間積み上げてきた体験プログラム・人脈を活用できます。
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③ 設備投資（増改築等が必要な場合は町も負担）や減価償却費

必要ありません。
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２2
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飯島町のサポート



下記のようなサポート体制（案）を検討しており
ます。

飯島町 マッチング企業様

顧客候補の紹介

PR協力

フィールド提供

地域おこし協力隊

飯島流

ワーケーション推進協議会

施設賃貸借契約

受託

運営

相互連携

お客様
（個人・法人）

宿泊の提供

体験・サービスの提供

代金の支払い

㈱田切農産 土地賃貸借

契約

貸借料支払い

施設賃貸借契約
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ぜひ一緒に「いいじま」を盛り上げていただけたら幸いです。
ご応募お待ちしております。

25飯島町地域創造課


